
 

会議録 
 
会議の名称 平成 24 年度第 4 回西東京市健康づくり推進協議会 

 
開催日時 平成24年12月27日（木曜日）午後1時15分～2時45分 

 
開催場所 西東京市保谷保健福祉総合センター6階 講座室2 

 
出席者 

内田副会長、永田委員、新倉委員、平田委員、石井委員、小林委員、 
池田委員、高西委員、高橋委員、田中委員、大堀委員、高梨委員 

 
議題 

（1）第 3回議事録について 
（2）（仮称）第 2次西東京市健康づくり推進プラン素案について 

 
会議資料の

名称 

資料 1 パブリックコメントの検討結果 
資料 2 市民説明会の実施結果 
資料 3 指標の整理方針 

 
記録方法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

1 開会 
 
2 議事 
（1）第 3回議事録について 
 
 意見なし（承認） 
 
（2）（仮称）第 2次西東京市健康づくり推進プラン素案について 
 
資料 1 パブリックコメントの検討結果（事務局より説明） 
資料 2 市民説明会の実施結果（事務局より説明） 
資料 3 指標の整理方針（事務局より説明） 

 
○副会長： 
 資料について、意見、質問等をお願いしたい。 
 パブリックコメントだが、全体では 11 件の意見があった。パブリックコメントに対する回答

（市の検討結果等）について、意見、質問があればお願いしたい。 （意見なし） 
 第 2 次西東京市健康づくり推進プラン（素案）について、意見、質問等があればお願いした

い。石田会長は「長期にわたる計画なので、プランが年次別にどのように展開され、それに伴う

年次別のプラン及び予算が重要になる」と話していた。 
 
○事務局： 
 48 頁に「財源の確保」に「何を目指していくか」ということで、「努めます」という表現に



している。検討をお願いする。 
 
○委員： 
 財源については、現段階では数値的なものは掲載できない。文言としては「努めます」でいい

と思う。 
 プランだが「重点的取り組み」を一番伝えたいので、重点的取り組みを頭に持ってきて、見や

すくできないだろうか。 
 
○事務局： 
 概要版を用いて市民に広く周知していきたい。その際に重点的取り組みをメインにしたい。 
 
○委員： 
 周知方法が課題だ。市民説明会の参加人数が少なかった。これも周知方法が重要だったのだろ

う。是非知ってほしい内容なので、力を注いでいただきたい。 
 
○事務局： 
 重点的な取り組みを市民の目につくような方法を検討し、できるだけわかりやすくなるように

したい。 
 
○委員： 
 一番いいたい重点的取り組みが、素案では埋没している感じだ。ぜひ目に付くようにしてほし

い。 
 
○委員： 
 医師会の会議で健康づくり推進プランの報告をしたが、医師会の事務所でないと冊子を見られ

ないとの意見があった。できれば医師会会員、三師会に冊子を配ってほしい。説明会なども実施

していただければと思う。 
 
○事務局： 
 可能な限り対応したい。 
 
○委員： 
 重点的な取り組みだが、健康について「こうあってほしい西東京市民像」だと思う。冊子など

の「こうあってほしい市民像」や地域や行政と一緒に取り組むことなどを見やすくして、自分だ

ったらここが重点的に取り組む部分ということがわかるような工夫も必要ではないだろうか。 
 
○委員： 
 一目でわかるような工夫が必要だ。重点的なことを理解しやすいように示した方がいいと思

う。 
 
○委員： 
 窓口として、自分の興味のあることから、入っていければいいと思う。どのように知らせるか

大事だ。 
 
○委員： 
 概要版だが、常に手元において見ることができたり、活用が出来るような工夫ができればいい

と思う。（例えばスポーツ施設に持っていくとスタンプを押してもらえるなど。） 
 
○委員： 



 わかりやすくなったと思う。ただ項目の順番を入替えるとさらにわかりやすくなると思う。運

動・スポーツに関することなどを分野別にまとめ、そのあとに調査結果を掲載し、それぞれの内

容についてふれていくと、つながりが分かりやすかったと思う。 
 
○副会長： 
 行政と市民のコンセンサスをどう取るかが非常に大事だ。西東京市にはいろいろな団体、クラ

ブ、自治会等の組織があるので、それらをどう活用して、市民に徹底を図れるか。またそれに伴

う予算、年次計画、重点項目をどう設定し実施していくか。これから 25 年度にかけて大切な時

期になる。 
 
○委員： 
 5 年後に重点項目を見直すが、ぜひともその他の項目も見直すようにしてほしい。 
 
○事務局： 
 10 か年の計画なので、目標とする取り組み部分は大きく変わらない。ただし計画の中で重点

的に取り組むべきものは何かと見たときに、表現が変わる部分はあるだろう。進行管理ができて

いるかを見ていくための指標については、現段階では足りない部分を指摘されている。5 年後の

中間見直しの際に、追加すべきもの、公表できるものを改めて提示しながら、検討することにな

る。見立てを全く新しくするとはならない。 
 
○委員： 
 中間地点である 5 年後の見直しはひとつの目標にすべきだと思うので、しっかり検討してほし

い。 
 
○副会長： 
 25 年度から実施するにあたって、どのように計画に伴う予算をつけていくかという大切な時

期だ。本日の意見については、事務局でまとめ、最終合意を取る方法で確認をしたい。次回 1 月

の開催で最終確認をする。会議前でも事務局に意見をお願いしたい。 
 資料 3 だが検討委員会が 5 回にわたって中間評価時の検討をした。これについて意見等があれ

ばお願いしたい。（意見なし） 
 
（3）その他 
 
次回 1 月 28 日（月曜日） 午後 1 時 15 分～ 場所は後日連絡。 
 

 


